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午前１０時    開会 

○議長（行重 延昭君）  おはようございます。ただいまから、平成２６年第３回防府市

議会臨時会を開会いたします。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 欠席の届け出のありました議員は、平田議員、重川議員、安村議員であります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  会議録署名議員の指名   

○議長（行重 延昭君）  本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。 

 ３番、木村議員、４番、清水議員、御両名にお願い申し上げます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  会期の決定   

○議長（行重 延昭君）  会期についてお諮りいたします。 

 今期臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思いますが、これに御異議ございません

か。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、今期臨時会の会期は、本
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日１日限りと決定いたしました。 

 議事日程につきましては、お手元に配付しております日程に基づいて進行したいと思い

ますので、よろしく御協力のほど、お願い申し上げます。 

 ここで、市長より大平山ロープウェイの運行の休止について、行政報告を行いたい旨の

申し出があります。この際、市長行政報告を日程に追加することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、市長行政報告を日程に追

加することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  市長行政報告（追加） 

○議長（行重 延昭君）  それでは、これより市長の行政報告を受けます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  大平山ロープウェイの運行の休止について御報告申し上げます。 

 大平山ロープウェイは、昭和３４年３月の営業開始以来、２３０万人を超える人々に利

用されている施設であり、開設から５５年を経過しておりますことから、防府市大平山索

道施設整備規程等で定める定期点検の基準以上の頻度で設備等の点検・検査等を実施する

など、施設設備を健全に維持し、安全性を確保してまいったところでございます。 

 こうした中、本年７月１５日から同月３１日までの間、設備点検のために運行を休止し、

支索等の設備の点検を実施いたしました結果、支索として使用しております直径５０ミリ

メートルのロックドコイルロープについて、受索装置と接触して摩擦が生じる部分におい

て、整備規程に定める摩耗限度を超える摩耗が認められましたので、利用者の安全を最優

先に考え、８月１日からも引き続き運行を休止することといたしました。 

 点検を依頼した事業者から７月３１日に提出された調査報告書では、新品の直径が

５０ミリメートルであるロックドコイルロープについて、最も摩耗の大きい箇所では直径

が１．２４ミリメートル減少しており、整備規程で定める摩耗限度である０．６５ミリ

メートルよりも０．５９ミリメートル摩耗が進んでいることが判明いたしました。 

 大平山ロープウェイは、観光施設としてのみならず、市民の愛郷心の醸成等に深くかか

わる重要な施設でありますことから、速やかに施設の現状を精査し、今後の施設整備の方

向性について有識者等にも参画していただき、検討してまいりたいと考えております。 

 大平山山頂公園を御利用の皆様には、当分の間、大変御不便をおかけすることとなりま

すが、何とぞ御理解いただきますようお願い申し上げます。 

 以上、御報告申し上げます。 
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○議長（行重 延昭君）  ただいまの市長行政報告に対する質疑がございましたら、お願

いをいたします。１９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  大平山索道事業については以前からいろいろ議論がありまし

て、３カ年ごとに検証するという形のものが、その経営状況について検証するというもの

がありまして、ことしの１月に２４年度までの３カ年の経営改革について検証した報告書

が議会のほうに、所管事務調査だったと思いますが、されております。 

 で、その際に、それに附属する資料という形で出されております大平山索道の長期整備

計画案というような、Ａ３の資料をその際に附属の資料という形でいただいておりますが、

これによりますと、支索の交換というものはもともと平成２８年度に予定をされておった、

長期計画では予定をするという形で、そのときに６，５００万円、平成２８年度にかかる

だろうという形で当初から予定をされておるようなものですから、かなり交換時期が近く

なっているということはわかるわけですが、ただ、検査によって運行が中止をされなけれ

ばならないような段階にまで進んでいるということになると、これは通常に運休をしない

で、それでも平成２８年には交換をするというのが当初の予定でありました。 

 それで、この平成２６年度には６２０万円かけて支索の検査をすると、これだけ今年度

予算がついておるのか予算のほうと見比べておりませんのでわかりませんが、ことしの

１月に出したものでは６２０万円支索の検査でお金をかけると、あと、大体２年ごとに簡

易な検査をするということで、８７万円ぐらいの予算をかけてずっと、平成２４年度にも

行いましたし、そういう形でずっと２年ごとに９０万円前後お金をかけて検査をするとい

うことであります。 

 それで、まずお聞きをしたいのが、そういった簡易な検査は平成２４年度にしておるわ

けですが、これではそのときのそういう減耗は発見されなかったのか、一気にこの２年ぐ

らいでそういった減耗が危機的なところまで進んできたのか、この辺について確認の意味

でお聞かせください。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  それではお答えします。 

 全般的な検査の、今やっている方法について御説明をまずしたいと思います。 

 法定では、１年に一遍２００メーターごとに検査をしなさいと。それと、いわゆる支柱

が立っている前後にやりなさいというのがあります。で、防府市では１年に１回、国の基

準では２００メーターですけど、１００メーターごとに検査をしています。それと、支柱

の前後ですね。そういった検査に加えまして、これは市のほうでやっているんですけど、

油を塗る、給油する作業のときにも、やはり３カ月に１回ぐらいは断線とか、その辺の目
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視の検査もやっております。 

 こういった検査をしておりますけど、このたびはいわゆる支柱の上の部分に乗ってる

メーンロープ、その部分についてはいわゆる受けがありますから、ロープを持ち上げなく

ては検査ができません。いわゆる直径を測るとか断線があるとか。そういったことをこれ

まで一切検査をしたことがありませんでしたので、この部分は摩擦が起こりやすい部分で

あるので検査をしてみようということで、このたび初めてその部分の検査をして、いわゆ

る直径を測って摩耗が発見されたという次第です。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  この資料によると、現状という形で支索、今問題になってお

る支索について、摩耗の現状が０．４４ミリメートルだというふうにこの資料には記載が

してあるわけです。で、最近の検査の実施年度が平成１９年というふうに書いてあります

が、ちょっとそれがよくわからないんですが、それで、０．４４ミリメートルというよう

なものは簡易な検査で、今回は本格的な検査をして、初めて簡易な検査では見逃しておっ

た、そういった摩耗が見つかったと、こういうことになるわけですかね。そうなると、非

常に今までの検査の仕方そのものが不十分ではないかという気にもなるわけですが、いか

がでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  検査は当然毎年やるんですけど、東京索道というのが

この施設をつくったところです。そこに、毎年のうちの２年に１回は、いわゆるテスター

という機械を使いまして全線テスターを流すわけです。そしたら、いわゆる直径もわかる

し、断線があるかないかもわかります。それを毎年、２年に一遍やっておりますけど、た

だ、先ほども言いましたように支柱の上のこの受けの部分ですか、その部分だけはやって

ないんです。だから、ここだけをこのたび追加でやりました。その結果、その部分につい

て基準を超えるような摩耗が発見されたということでございます。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  わかりました。とにかく今までの検査の仕方では漏れていた

ところが新しくやった検査でわかって、運転を休止しなければならないという状況にあっ

たということは、これまでの検査のあり方というものがやっぱり不十分であったと言わざ

るを得ないと思いますので、そのことを指摘しときます。 

 それで、今、市長の行政報告の中で、今後の施設整備の方向性について検討していくと
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いうことで、当然このロープを交換するだとか、そういうことになれば予算措置が必要に

なってくるわけですが、今これを交換をして再び運転するためにはどの程度の予算が必要

になるのか、その辺について御回答願いたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  メーンロープの交換をするには、ロープそのものの製

作に１年以上の時間がかかります。さらにそれを取りつけるといいますか、鉄柱に取りつ

ける作業を入れれば２年ぐらいかかります。費用については１億円ぐらいの費用が必要に

なると見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  よくわかりませんが、ことしの１月に出された長期整備計画

では支索を交換すると、交換するというのは新しくつくったものと交換するんだろうと思

っておったんですが、これについては６，５００万円というような数字が書いてあります

が、今のこの整備計画案というのに書いてある６，５００万円と１億円と、若干金額が違

うと思うんですが、この辺はどういうことでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  その辺、計画の段階では少し安く見ていたかもわかり

ませんけど、今回の事態が起きまして、そのあたり索道のほうとも話をしました結果、約

１億円ぐらいの費用が必要だろうということで見込みました。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  それでは、今後の検討の方向性についてお伺いしますが、市

長の行政報告の中で、今後の施設整備の方向性について有識者等にも参画していただき検

討してまいりたいということは、これ、何らかの審議会というのか、そういったものを立

ち上げるということになるんだろうと思うんですが、この辺について、現時点でどういう

ふうに考えておるのか、お示し願いたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  支索、メーンロープの交換、あるいはもともと老朽化

が激しい施設ですので、全面的なリニューアルもということも検討しておりました。その

あたりを含めて、今後どういった形で整備をするのかということにつきまして、市だけで

はなくて外部の方の意見も聞きながら、どういった形の、協議会になるかわかりませんけ

ど、そういった会議での意見を聞きながら、議会のほうとも相談しながら、じっくり慎重
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に協議をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  ほかにありませんか。１８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  今、田中健次議員のほうからも質問がございましたけども、

先ほども方向性を有識者も入れて検討していくということでございました。慎重にやらな

ければいけないと思っておりますが、特に、この平成２８年度から長期整備計画案を見る

限り、２８年度でもう８，９００万円、まともに整備をする、今回このようなことがなく

ても８，０００万円、２９年度で７，０００万円、３０年度で５，０００万円、そして

３１年度で６，０００万円、３５年度で何と原動装置制御装置更新、これに係る費用は

２億１，０００万円以上かかると、多額の費用がかかると、７億円以上のお金が今からか

かってくるわけです、平成４０年までに。 

 ですから、まさに今がほんとに今後のこの大平山のロープウェイのあり方について、ま

さに議論するときであるというふうに思います。ですから、ここはやはり市民の皆さんに

広く参加していただいて、検討委員会、協議会も索道検討協議会も今までやっていました

けど、それ以外にも、やっぱ市民の皆さんの声を拾って、ほんとにロープウェイが必要な

のか、存続しなければいけないのか。それとももう既に道路がついておるので、山頂公園

をもっと、市長も公約されましたけども、充実してもっといいものによりいいものにして

いく、より市民が楽しめる山頂公園にしていくことがベストなのか、それともロープウェ

イを存続していくことがベストなのかというような議論を市民の中でやっていかなくては

ならないのではないかと。 

 というのが、やはり財源が、多額の費用がこれからかかるということなんです。この

２８年度から。だから、そういった意味でも、そういった議論を当局でもしっかり準備し

てやっていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  おっしゃるとおり、財源の問題もありますので、その

辺も踏まえて慎重に議論をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  わかりました。これにつきましては、議会でもいろいろ議論

になりました。市長さんのほうも、思いが、存続させたいというような思いもあるのも知

っております。ですから、とにかく慎重を期して、この１年間、この１年間がまさに

２８年度からお金がまたかかってくるわけですよね。だから、この１年でしっかり議論し
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ていただきたいと、強く要望しておきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（行重 延昭君）  ほかにありませんか。 

 それでは、以上で質疑を終結して、市長の行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第６８号工事請負契約の一部変更について   

○議長（行重 延昭君）  議案第６８号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第６８号工事請負契約の一部変更について御説明申し上げ

ます。 

 本案は、平成２２年６月の市議会定例会で議決を得て契約を締結し、施工しております

防府市クリーンセンター整備工事の請負契約の一部変更について、お諮りするものでござ

います。 

 内容につきましては、防府市クリーンセンター旧施設の解体に当たり、旧施設の土地が

土壌汚染対策法に基づく「形質変更時要届出区域」に指定されたことに伴い、旧施設の地

下構造物を撤去する際に、土壌に含まれる有害物質が拡散しないようにするための追加工

事が必要となり、及びこの工事に相当の期間を要し、経費が増額となるため、当初の設計

を変更し変更契約を締結しようとするものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。３番、木村議員。 

○３番（木村 一彦君）  この契約変更で約８，０００万円の追加工事になるわけで、か

なり契約としては大きな契約変更になるわけですが、この工事の対象面積、それから主な

工事費の内訳、何にどのぐらいかかるのか、それをちょっと御説明願いたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（福谷 眞人君）  御回答させていただきます。 

 対象となります面積でございますが、旧焼却場及び破砕場の敷地でございますが、約

１万５００平方メートルが対象区域となります。そして、７，８００万円という金額の主

なものにつきましては、この工事につきまして大体１，４００枚を予定しておりますが、

鋼矢板癩癩鋼板でできました矢板のことでございますが、これを用意いたしまして、区域

を囲うように鋼矢板を打ち込んでいくと、そういった工事が主なものでございます。それ

に基づきまして、工事が終わりましたらその矢板を抜くという作業が入ってまいります。 

 以上でございます。 
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○議長（行重 延昭君）  ３番、木村議員。 

○３番（木村 一彦君）  土壌汚染を改良するというか、土壌汚染をなくするということ

で土の入れ替えとか、そういうことは工事の中にあるんでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（福谷 眞人君）  今回の土壌汚染対策法に基づく「形質変更時要届出区

域」というものにつきましては、土壌の有害物質の除去とか新しく土を入れ替えるとか、

そういったことについては指定といいますか、指示はされませんので、あくまでもそこに

ある有害物質といいますか、物質を含んだ土地を今後もずっと適切に管理をしていくと、

そういった法律上の趣旨になりますので、そのように行う予定にしております。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  今、木村議員とのやりとりでありましたように、この土壌汚

染対策法は平成２２年の４月１日に改正法が施行されました。そして、この改正の中で

「要措置区域」と、それから「形質変更時要届出区域」、現在この議案参考資料４ページ

に一部変更の概要というところで「形質変更時要届出区域」という言葉が出てまいります

が、この「要措置区域」と「形質変更時要届出区域」というものが、この平成２２年４月

１日施行の改正によりまして、こういう制度が盛り込まれたと。 

 この「要措置区域」というのは、盛り土をしたり、封じ込め等の対策が必要な区域と。

それから「形質変更時要届出区域」というのは、土地の形質変更時に届け出が必要な区域

という形で、健康に及ぼす被害がないものについてこういうことになるようでありますが、

ただ、確認をしなければならないのは、汚染物質として規定されておりますものの中の鉛

とフッ素が出てきたということで、これは６月議会で質疑の中でそういうことが明らかに

なりました。 

 それで、この「要措置区域」の指定基準になる、あるいは「形質変更時要届出区域」に

なるかもしれないわけですが、その汚染状態に関する基準、鉛とフッ素について、これは

土壌から出てくる水、土壌と水を混ぜるというのか浸すというのか、その中で出てくる、

土壌から溶け出てくる水の中に含まれている鉛やフッ素の量を、これを検査をいたします

し、それから土壌そのものの中に含まれております鉛やフッ素の含有量、こういった２つ

の検査をするわけでありますが、土壌溶出量については、１リットル当たり鉛であると０．

０１ミリグラム、フッ素であると０．８ミリグラム、鉛が０．０１ミリグラム、フッ素が

０．８ミリグラム、それから土壌の中に含まれてる含有量は土壌１キログラム当たりに対

して鉛が１５０ミリグラム、それからフッ素が４，０００ミリグラムというようなのが基
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準でありますが、防府市のこのクリーンセンターの場合、この検査の数字、検査の結果に

ついてはどういう値が出ておるのか、これについて御回答願います。 

○議長（行重 延昭君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（福谷 眞人君）  お答えいたします。 

 今、議員より御指摘のありましたように鉛とフッ素につきまして、土壌溶出量といいま

して、水に溶かした場合の１リットル当たりの基準値でございますが、鉛につきましては、

今議員申されましたように０．０１ミリグラムの基準のところが０．０１２ミリグラム出

ております。そして、フッ素につきましては０．８ミリグラムの基準のところが６．１ミ

リグラムという数値が出ております。また、土壌の含有量、土地、土そのものに含まれる

物質の量でございますが、１キログラム当たりでございますが、鉛につきましては、基準

が１５０ミリグラムのところが６０ミリグラム、また、フッ素につきましては、４，

０００ミリグラムの基準のところが４６０ミリグラムという数値の検査結果となっており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  土壌から溶出する、水に溶けて出てくるものは基準を超えて

いるけれども、土壌そのものに含まれている量は基準以下であるということになると思い

ます。基準を超えているのは非常に心配なわけですが、この今の土壌汚染対策法の考え方

だと、それが健康被害が生ずるおそれがなければ、そういう形で適切に管理するという考

え方に今なっております。 

 で、その管理する考え方として、地下水を経由した摂取によるリスクの観点から判断す

ると。つまり、地下水を利用する人がおれば、それがそういう形で口から入っていくとい

うことでリスクになると。こういった地下水を経由した摂取によるリスクの観点からの評

価をいかにしてるのか。 

 それから、土壌を今の場合、あと、場所からいうとアスファルトで舗装する形になると

思いますので、そうなれば土壌を直接摂取するということはないとは思いますが、土壌を

直接摂取するリスクの観点、この辺についてはどういうふうに評価というのか、考えられ

たのか、この辺についてお示し願いたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（福谷 眞人君）  健康被害に関する点でございますが、地下水を経由し

ての摂取によるリスクにつきましては、これ平成２４年度に土地の土壌の調査を行ったわ

けでございますが、その際、山口県環境保健所との協議の上、この点について詳しく調査
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をしております。 

 で、基本的にはこのクリーンセンターを中心とした影響範囲の中での飲料用の井戸が使

われているかどうかという点について詳しく調査をいたしまして、この影響範囲以上の分、

余裕を持ちまして、かなり広範囲な調査を行った結果、飲料用に利用している井戸はない

ということに調査の結果なりまして、環境保健所の承認をいただいております。 

 その点から見て、地下水等の経由による摂取のリスクはないというふうに判断をいただ

いております。また、土壌と直接摂取することによるリスクでございますが、これにつき

ましても、今回表層分、ほんと土の表層部分にだけ有害物質が発生しておりますが、これ

につきましても工事中は当然気をつけて工事をするわけでございますが、工事終了後もそ

のままの状態で駐車場として整備いたしますので、アスファルト舗装をいたしまして、人

体といいますか、人が直接接するということはございませんし、例えば風とかで飛散する

というおそれもないということで、こういう工事方法を許可いただいております。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  そういう形で、少し高い数字は出るけれども地下水を経由し

た摂取、あるいは土壌を直接摂取するというリスクがないという形で、この「形質変更時

要届出区域」という形で、それに必要な工事をするということで理解をしましたが、確認

のためにお聞きしますが、この土壌汚染対策法では土壌の搬出、運搬ということについて

またこれ厳しい規制がされておりますが、今回のこの工事に関して、土壌の搬出というも

のがあるのかないのか、その点だけ確認をしておきたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（福谷 眞人君）  工事中におきます土の外部への搬出でございますが、

これは厳しく規制されるものでございますので、今回、鋼矢板を周囲に全部打ちまして、

外部とは完全に遮断した形での工事現場にする予定にしております。そしてその中で、こ

の範囲の中で表層部の土を工事中は完全に管理いたしまして、他の土と混ざらないような

保存状態にいたします。で、工事が終了後、それをまたもとの状態に戻して、上からアス

ファルトで完全な密閉状態にするという工事方法をとるようにしておりますので、外部へ

の搬出は全くございません。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  ほかにありませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。 
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 本案について、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。 

 本案については、これを可決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第６８号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第６９号工事請負契約の一部変更について   

○議長（行重 延昭君）  議案第６９号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第６９号工事請負契約の一部変更について御説明申し上げ

ます。 

 本案は、平成２５年９月の市議会定例会で議決を得て契約を締結し、施工をしておりま

す本町団地建設（建築主体）工事の請負契約の一部変更について、お諮りするものでござ

います。 

 内容につきましては、公共工事設計労務単価の上昇に伴う、いわゆる「インフレスライ

ド条項」の適用による労務単価などの見直し及び工事場所における埋蔵文化財の発掘調査

に伴う工期の延長のため、当初の設計を変更し、変更契約を締結しようとするものでござ

います。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。 

 本案については、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。 
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 本案については、これを可決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第６９号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（行重 延昭君）  以上で、今期臨時会に付議された案件は全て議了いたしました。 

 これをもちまして、平成２６年第３回防府市議会臨時会を閉会いたします。 

午前１０時３７分 閉会 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 平成２６年８月４日 

 

             防府市議会議長    行 重 延 昭 

 

             防府市議会議員    木 村 一 彦 

 

             防府市議会議員    清 水 浩 司 
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